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社会心理学演習 Ｑｕｉｚ 解答例正解 
２００８年 ６月１０日（火曜） 

 
学籍番号  ＿＿＿＿＿＿＿＿    氏名  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
範囲：テキスト第１章（終盤）～第２章（冒頭） 
 
次の Q1 ～ Q5 の問に文章で答えよ。 
 
Q1. 理論はなぜ必要なのか？ また、理論のない学問はあり得るか？ テキスト pp29-30 を考慮した
上で考えるところを述べよ。（２点） 
 
【解答例】理論は予測を生むことに主眼がある。その予測によって実際の研究をガイドするというや
り方に研究は従うことが多い。ただし理論を持たないという立場がない訳ではない。例えば行動心理
学者のスキナーは、理論を持たない立場だった。スキナーは、実験的な操作と、その操作に対する生
体の行動の変化の間の法則性だけを問題にした。法則性が分かれば理論はいらない、という考え方で
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q2. 社会心理学の研究において deception(pp.31-32)が必要になるのはなぜか？ （２点） 
 
【解答例】一般に、研究への参加者は研究目的を知ると、研究目的に沿って自分が観察されると考え
る。人には「社会的に望ましい」方向で自己呈示しようとする傾向などがあるために、研究目的が分
かると行動が通常とは異なる可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3. スキーマ(schemas)が社会的場面での思考に影響を与えるのは、どのような基本過程に影響が生じ
るためか？ テキスト(pp.42-43)に即して述べよ。（２点） 
 
【解答例】スキーマは注意(attention)、符合化（encoding）、再生（retrieval）に影響を与えることで、
社会的思考に影響する。まず人はスキーマに従って事象のある側面に注目しやすい。またスキーマに
従って記憶（符合化）する。さらに、スキーマを手掛かりにして記憶から再生しやすい。 
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Q4. スキーマに合致した事象とスキーマと食い違う事象のどちらが記憶に残りやすいといえるか？ 
テキスト(pp.43-44)に従って答えよ。（２点） 
 
【解答例】スキーマと食い違う出来事は記憶に残りやすい。にもかかわらず、何が生じたかを人に回
答させると、人はスキーマに従った事柄を回答しやすい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q5. テキスト p.46 の３行目に次のような文がある。 
 
 So, schemas are definitely a two-edged sword: 
 
その意味するところを説明せよ。（２点） 
 
【解答例】スキーマはわれわれが social world の意味を素早く判断するのに役立っている。しかし他
方で、スキーマによる認知は不正確である可能性もある。 
 
 
 
 

        【終わり】 


